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附属図書館　利用者サービスチーム図書館相互協力による協定「ふくふくネット」

　平成23年12月8日（木）に、福島県立図書館、福島大学附属
図書館、福島県立医科大学附属学術情報センター3館による
相互協力協定（通称：「ふくふくネット」）締結調印式を、福
島県立医科大学附属学術情報センターに於いて行いました。
　平成21年4月に福島県立図書館と福島大学附
属図書館の間で図書館利用の相互協力に関す
る協定を結び、所蔵資料の相互利用を中心に
協力を行ってきました。県立図書館のアクショ
ンプランに沿って、平成22年9月から福島県立
医科大学学術情報センターも含め相互協力館の
拡大について実務者レベルの協議、さらに、資
料の相互利用の試行運用を行い、その結果を受
けて、あらたに3館での相互協力に関する協定
を結びました。
　この協力協定により、3館で所蔵する資料は
一部を除き、資料取り寄せ（最寄りの図書館へ他館所蔵資料
を取り寄せる）や遠隔地返却（他館で借り出した資料を最寄
りの図書館窓口へ返却）を郵送料等の負担無く行うことがで
き、公共図書館・大学図書館・医学系大学図書館の各々の

特徴を活かして利用者へのサービス充実を図っています。
　資料の相互利用は県立図書館の県内「巡回車」と福島大学
の「町行き車」の運行を調整して1週間に1～2回搬送を行って
います。現段階では資料搬送を一元的に管理するシステム

は無く、各館が運用している図書館システ
ムでの管理と相互の連絡体制により運用さ
れています。
　協力内容は資料の相互利用だけではなく、
資料の他館の場を借りて自館資料の企画展
示や職員の研修交流等も計画されています。
　協定締結式を平成23年4月に行う予定でし
たが、3月11日の東日本大震災の影響により
協定締結式は延期されました。各館が復旧・
復興し相互協力も実働した状況の中で、平成
23年12月8日（木）に締結調印式を行いました。

　「ふくふくネット」は3館の頭文字に「ふく」の字がつくこ
と、利用者の皆さんに図書館を使っていただき「幸福」になっ
ていただきたいことから命名されています。

　「ふくふくネット」連携事業のひとつとして、福島県
立図書館と当館の資料交換展示を実施しました。
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平成23年10月6日〜12月1日（県立図書館蔵書を当館に展示）
http://www.library.fks.ed.jp/ippan/gyoji/tenji/23fukushima_
itimokuryouzen_fukudai.html
福島県立図書館のユニークな地域資料の一部を、前期・
後期の2回にわけて紹介。
前期：	『観光の福島県　福島県史蹟名勝鳥瞰図』
	 『福島県写真帖』ほか
後期：	『福島第一原子力発電所および福島第二原子力発
　　　  電所の事故による原子力損害への本補償請求書類』
	 『福島県の鉄道から見た　東日本大震災』
	 『郷土かるた』『ふくしまお国自慢カルタ』ほか
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平成23年12月2日〜12月27日 （当館蔵書を県立図書館に展示）
http://www.lib.fukushima-u.ac.jp/tenji/fknet_
exhibition201112.html
福島大学を卒業した詩人和合亮一氏、作家中村文則氏
の作品・著作を紹介。両氏からの展示に対するメッセー
ジを蔵書とあわせて展示し、パンフレットに掲載。
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　晴天に恵まれた2012年2月20日。図書館職員3名と学生4
名は、中合にある岩瀬書店を訪れた。「学類や分野にこだ
わらず、学生の学習や研究の参考になるものを選んでく
ださい」その声に、思い思いの棚へと向かっていく学生た
ち。経済、行政、歴史、生物……さまざまな本を実際に
手に取りながら選んでいくその目は、学術的好奇心で輝
いていた。
　学生用の本は、教職員による選書と学生からの備付希
望によって、決められた予算の枠内で購入されている。
しかし、それだけで本当に学生が必要としている本を選
べているのだろうか。学生はどんな本を読みたいのか、
何に興味があるのか。それを知るために、学生と一緒に
本を見ながら選ぶのはどうだろう。そう考え、職員と学
生が共に書店を訪問し実際に手にとって学習に必要な図
書を選書する「選書ツアー」を試行することにしたのであ
る。今回はあくま
で試行のため、参
加者は図書館の業
務経験がある院生
を含め、図書館を
よく利用する常連
から選んだ。選書

の時間は1時間、予算は2万円程。当日は「この分野の本が
図書館に少ない」など様々な話を聞くことができた。予算
の都合上すべてを購入することはできなかったが、学生
と職員が相談しながらスムーズに本を選ぶことができた
と思う。参加した学生は突然の依頼であったにも関わら
ず、研究や学習に大いに役立つ良書を選んでくれた。そ
の成果は是非、展示されている図書を見て確かめて欲し
い。ＰＯＰも参加者に作っていただいたもので、どれも「読
んでみようかな」と思わせる力作揃いだ。
「選書ツアー」の感想
（ツアー試行時　行政政策学類　中野鳩子）
　選書ツアーに参加して、図書館や本がより身近な存在
になりました。自分が選んだ本が学術書に混ざって図書
館に並べられるので、いい緊張感の中で真剣に本と向き
合う機会になったからです。また、他学類の学生も参加
するので、自分の専門分野以外の本と関わる機会にもな
ります。同じ立場の学生に対して本を選んだ理由を直接
聞けるので、自分の思考の幅が広がりました。加えて、
同伴する司書さんに選び方などを聞くことで、自分の学
びを深める技法も身につきました。なので、「大学図書館っ
てちょっと敷居が高いな」と思っている学生さんこそ、選
書ツアーの参加がおすすめかなと思います。

学生による選書ツアーを試行（報告）
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